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「
野
手
」
姓
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
ゆ
か
り
の
地
・

野
手
城
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
城
跡

周
辺
は
現
在
、
野
田
地
区
野
手
字あ

ざ

御み

城じ
ょ
う

に
あ
り
、「
弁
天
池
」
と
呼
ば

れ
る
農
村
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
の
そ
ば
に
立
つ
説
明
板
に
よ

る
と
、
野
手
城
は
三
つ
の
独
立
し

た
城
郭
か
ら
な
り
、
館
は
こ
の
地

を
治
め
た
野
手
氏
の
屋
敷
、
西
に

あ
っ
た
中
堀
が
堀
の
内
と
呼
ば
れ

る
本
丸
（
御
城
）、
そ
し
て
前
小
屋

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
景
観
か
ら
城
郭
と

確
認
で
き
る
遺
構
は
少
な
く
、「
東

門
」「
大
門
口
」「
前
小
屋
」
な
ど

の
地
名
が
手
掛
か
り
と
な
る
の
み

で
す
。

　

野
手
姓
に
つ
い
て
『
姓
氏
家
系

辞
典
』
な
ど
で
は
、
こ
こ
野
手
が

発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

世
に
は
、
領
主
が
本
宅
を
置
い
て

い
る
地
名
を
名
乗
る
習
わ
し
が
あ

り
ま
し
た
。
１
２
０
０
年
代
に
千

葉
氏
の
流
れ
を
く
む
椎

名
氏
が
匝
瑳
郡
南
部
地

域
に
進
出
し
、
野
手
周

辺
に
居
住
し
た
一
族
が

野
手
氏
を
名
乗
り
、「
千

葉
系
図
」
な
ど
に
も
野

手
氏
の
名
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

１
４
９
３
（
明
応

２
）
年
に
は
「
野
手
合

戦
」
が
あ
り
、
１
５
３

５
（
天
文
４
）
年
、
野

手
城
が
八
日
市
場
城
の

押
田
氏
に
攻
め
ら
れ
落

城
、
野
手
氏
が
滅
亡
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
野
手
・
円
長
寺
を
菩
提
寺
と

し
た
押
田
氏
の
中
に
、
天
文
４
年

に
亡
く
な
っ
た
者
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
野
手
に

進
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

野
手
氏
は
こ
こ
で
い
っ
た
ん
消

滅
し
た
よ
う
で
、
昭
和
60
年
に

出
版
さ
れ
た
『
野
栄
町
史
』
に
は
、

江
戸
時
代
に
な
っ
て
現
在
の
茨
城

県
に
居
住
し
た
と
さ
れ
る
同
氏
の

追
跡
調
査
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
の
中
の
島
に
「
弁べ

ん

財ざ
い

天て
ん

」
と
刻
ま
れ
た
石
の
お
宮
（
石せ

き

祠し

）
が
あ
り
ま
す
。
弁
財
天
は
水

の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る
と
い

い
、
沼
や
池
の
周
辺
に
ま
つ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
お
宮
は
、
大
正
九
年

旧
正
月
十
八
日
に
、
西
宿
里
、
古

町
里
、
宮
前
里
の
集
落
に
よ
り
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
弁
天
池
は
、
周

辺
の
稲
作
に
水
源
と
し
て
欠
か
せ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

池
に
隣
接
し
て
古こ

刹さ
つ

・
円
長
寺

や
六
社
大
神
、
浅
間
神
社
が
ま
つ

ら
れ
、
古
く
か
ら
中
心
地
だ
っ
た

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

筆
者
が
訪
れ
た
日
は
桜
が
満
開

で
、
池
で
泳
ぐ
鯉
を
眺
め
な
が
ら

野
手
氏
と
野
手
城
に
思
い
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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野
手
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歩
く

鐘
楼
の
銅
板
葺
か
れ
花
一
分 

八
日
市
場
ハ 

大
川　

宜
子

初
さ
く
ら
天
蓋
と
し
て
仁
王
尊 

若
潮
町 

光
瀨
甲
江
子

埴
輪
の
眸
遠
眼
差
し
に
山
桜 

内　

山 

椿　
　

和
枝

花
咲
き
て
埴
輪
の
馬
も
勇
み
見
ゆ 

若
潮
町 

最
上　
　

峻

雪
や
な
ぎ
小
さ
き
風
が
も
て
あ
そ
ぶ 

八
日
市
場
イ 

椎
名　

晴
江

淡
雪
の
あ
ば
れ
る
如
き
朝
か
な 

横
須
賀 

吉
野　

ヨ
シ

己
が
香
に
は
じ
け
て
咲
け
り
沈
丁
花 

横
須
賀 

岩
井　

や
す

里
山
を
田
の
面
に
映
し
風
光
る 

飯　

高 

安
藤　

建
子

庭
内
を
行
っ
た
り
来
た
り
春
の
猫 

今　

泉 

野
仲　

妙
子

畑
の
土
攫
っ
て
い
っ
て
春
一
め 

栢　

田 

石
田　
　

健

五
月
晴
れ
親
の
見
栄
張
る
鯉
の
ぼ
り 

八
日
市
場
ホ 

菱
木　

静
枝

鯉
の
ぼ
り
や
っ
と
上
っ
た
過
疎
の
町 

木　

積 

佐
久
間
美
智
子

初
孫
の
端
午
の
節
句
目
じ
り
下
げ 

飯　

高 

林　

サ
ダ
子

薫
風
を
腹
い
っ
ぱ
い
の
こ
い
の
ぼ
り 

八
日
市
場
ホ 

大
木
波
津
恵

男
の
子
居
な
い
我
が
家
も
柏
餅 

東
小
笹 

江
波
戸
京
子

公
害
で
口
と
目
閉
じ
る
鯉
幟 

堀　

川 

勝
又　

康
之

鯉
の
ぼ
り
桜
吹
雪
と
舞
っ
て
い
る 

横
須
賀 

鈴
木　

春
子

の
ど
自
慢
じ
い
ち
ゃ
ん
「
孫
」
で
鐘
連
打 

飯　

高 

松
野　

敏
昭

近
道
も
抜
け
道
も
知
る
大
人
達 

川　

辺 

及
川　

利
道

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

かつて野手城のあった場所に作られた弁天池。
中の島に弁財天がまつられている
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